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登録リスト（該当：63件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 菅平中の総合学習Take Action発表会2024/03/01]	菅平中の総合学習Take Action発表会2024/03/01	上田市立菅平中学校の全生徒が取り組んできた総合学習「Take Action」の成果を3/1、生徒たちが地域の協力者も参観する場で発表しました。

生徒たちは５つの班に分かれてそれぞれの成果を発表しました。
１班：イベントチーム
２班：SNSチーム
３班：ゴミ拾いチーム
４班：自然観察チーム
５班：草刈りチーム

「Take Aciton」の意味は「一人ひとりが菅平のためにできることに取り組もう」。イベントを企画し、SNSを活用し、ゴミ拾いをし、自然観察をし、草刈りをして菅平のためにアクションを起こす総合学習です。長野大学から私たちが後押しした『菅平まなびあいひろば』も利用し、それを通じて活動を広く伝えようというベクトルを持って取り組んでいました。来年度も継続して取り組んでいくとのこと。地元の人たちに、また広く全国の人たち	2024-03-02
	2	[image: 企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20]	企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20	2007/04/20の記録。
企業情報学部が2007年度に新設され、学部の１期生が入学したのがその年の４月。長野大学の私立時代、毎年新入生歓迎のオリエンテーション合宿（略して「オリ合宿」）が１泊２日の日程で行われていました。2007年度のオリ合宿は環境ツーリズム学部と合同で松代、小布施を見学し、菅平に宿泊、翌日は菅平湿原を見学しました。現在の在学生にかつて「オリ合宿」があったことを伝承するのは、当時の体験もし、画像記録もある私から伝えることかな？と思い、画像記録をいくつか載せてみました。

大学から２学部の新入生約200名がバスで見学先に移動。松代で松代城跡（海津城跡）、続いて城跡のすぐ隣にあった池田満寿夫美術館（現在はなし）を見学。おぎのや長野店(これも現在はなし)で昼食をとり、その後、小布施へ。続きの	2024-02-27
	3	[image: 真田駅]	真田駅	真田駅は真田線の終着駅でした。この駅では菅平高原で栽培されたキャベツやレタスなどの高原野菜を貨車に積んで上田駅を経由して東京、大阪などに輸送されていました。
現在はバスの停留所、転回場に転用されています。	2024-02-10
	4	[image: 【第六回】グランヴィリオゴルフ倶楽部]	【第六回】グランヴィリオゴルフ倶楽部	丸子と菅平高原にあるゴルフ場。2008年にルートインがM＆Aで取得した。ゴルフ場経営が難しくなる中、ルートインが上田市内のゴルフ場を運営することで、閉業を避けることができた。
丸子のゴルフ場では、2023年にルートインカップが開かれ、賞金2000万円をかけた戦いが繰り広げられた。	2024-02-10
	5	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2023アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2023成果報告

▼前川ゼミ2023成果報告 60分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
〔地域デジタルアーカイブ〕
【1】竹中丈二(4年)　地域史料のデジタルアーカイブとその活用
【2】久保山遥(4年)　デジタルアーカイブ化と社員日誌
【3】石平飛揚(3年)　紙資料のデジタルアーカイブ化
〔地域づくり支援〕
【4】福田晴紀(4年)　メディアの活用と地域づくり
【5】春原百々羽(3年)　地元上塩尻の文化の	2024-02-05
	6	[image: 蚕都上田　常田館製糸所　煙突]	蚕都上田　常田館製糸所　煙突	この煙突に関して2つ、新たに学びがあった。
1つ目はこの煙突は当時、石炭で稼働しており、現在の上田駅とこの煙突のふもとの間にトロッコが通っていたという。当時、物資の輸送は大変重要な役割であった。
2つ目は笠原工業（笠原製糸）が常田館製糸所をこの地に置いた理由は大きく3つあるという。「多くの労働力・都市部や地域内の輸送手段の発達・澄んだ水」である。上田市は当時、人口の8割を超える市民が養蚕業・製糸業に従事していたという。実際、常田館製糸所は2500人の従業員を抱えていた。また、東京・横浜への物資輸送手段が発達していたこと、上田駅と常田館製糸所間にはトロッコが開通していたことから交通が発達していたことがわかる。そして、菅平から流れる澄んだ水を貯水し、水が重要な製糸業に利用していたという。
今	2024-02-01
	7	[image: 長野の観光地の持続性　菅平高原]	長野の観光地の持続性　菅平高原	菅平高原と峰の原高原はとても雄大な景色を持つ場所である。この場所は様々なスポーツをするのにも向いていてラグビーやサッカー、ウィンタースポーツなどができる。そのためスポーツシーズンでは訪れる人が多いがそれ以外の機会では訪れることがないのが現状である。しかし、訪れてみると高原はとてもきれいな場所で空気も澄んでおり、木々もたくさん茂っていた。このことから、様々なシーズンで楽しめると考えたので、このテーマに合うと考えた。実際に話を聞いてみるとスポーツの試合などでしか使われないと聞いたので、もっと盛り上げていきたいと考えた。	2024-01-25
	8	[image: 菅平でウインタースポーツ]	菅平でウインタースポーツ	　上田駅から車で40分。私は菅平高原のスキー場を訪れた。初めてのスノーボードをやるためだ。
私の地元では雪は降ってもまったく積もらない程度なので、一面の雪景色に感動したのを覚えている。
前日に雪が降ったためか雪は新雪でいくら転んでも平気であった。初めてであったがそれなりに滑れるようになったのは嬉しかったし楽しかった。
上田ではこのような体験が身近に体験できることに羨ましさを感じた。	2024-01-25
	9	[image: 菅平中の総合学習　中間発表]	菅平中の総合学習　中間発表	　菅平中の総合学習の支援の中間発表になります。まだ形としては未完成のものになるのでこれからよいまとめにしていければと考えています。	2023-12-04
	10	[image: 上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡]	上田城のすぐ隣を走っていた真田傍陽線の跡	かつて上田市から真田地域、菅平高原方面に繋がっていた真田傍陽線（さなだそえひせん）は、上田城のすぐ横を走っていたとされる。今では、上田城のケヤキ並木遊歩道となっている。他にも、街中には路線の跡が残っており、昔の菅平高原開発の名残が見て取れる。	2023-11-30
	11	[image: 「菅平で茅刈り」]	「菅平で茅刈り」	　菅平高原のほうにお邪魔し、現地の中学生と一緒に茅刈りをしてきました！茅刈りの経験自体が始めてで、2度とできないような貴重な体験をさせていただきました！このあと収穫した茅は屋根材や飼肥料に使われるとか…
お金に関わるビジネス！放置しておくのはもったいない！古き良き日本を守って伝えていきましょう。	2023-11-27
	12	[image: 菅平高原の茅場]	菅平高原の茅場	11/24(金)、菅平高原で菅平中学校の生徒たちがカヤ刈り体験をしました。筑波大学の田中先生が自然環境とカヤ刈りの解説をし、生徒たちは広い茅場でカヤ刈りをしました。正直なところ私もカヤ刈りの現場に直面したことは初めてです。この場所はもともとはスキー場の一部ですが、現在は使われていない場所になり、豊かに茅が群生しています。自生する茅を刈り、これらは文化財の屋根の再生に使われたり、堆肥の材料になったりするとのこと。生徒たちがカヤ刈りを体験しながら、自然の環境や自然資源のリサイクルを学べる大切な学習体験でした。	2023-11-27
	13	[image: 上田から望む北アルプス]	上田から望む北アルプス	上信越自動車道の下りの進行方向・真正面に北アルプスの山々が見えます。上田菅平ICの1kmぐらい手前の地点です。上田は周辺が低山で囲まれ、このような高い位置からでないと北アルプスは見えません。

夕焼けの情景と重なり、北アルプスの山容がまるで絵画に描いたかのような芸術的なパノラマとなって展開していました。ビューティフル！

一番特徴的な山は槍ヶ岳。一際尖って見えます。その左に見える高い山は常念岳です。	2023-09-27
	14	[image: プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム]	プロジェクト研究(長野大学前川ゼミ)2022アウトカム	長野大学企業情報学部前川ゼミ／プロジェクト研究2022成果報告

▼前川ゼミ2022成果報告 47分
ゼミメンバーの各自が成果を報告しています。（発表順は以下の順と同じ）


▼前川ゼミ・ポートフォリオ（マイサイト）
【1】川口将太(4年)　企業のソーシャルメディアを用いたメディア戦略
【2】高山大和(4年)　持続的な地域活性化策～大洗モデル～
【3】林 亮太(4年)　「海外視聴者向けの日本国内旅行動画」その特徴と活用方法の調査
【4】中澤愛華(4年)　神川小学校における地域学習支援
【5】春原百々羽(2年)　蚕について地元の人が学ぶ理	2023-01-30
	15	[image: 菅平中の総合学習：まとめ]	菅平中の総合学習：まとめ	菅平中の総合学習についてのまとめになります。
活動説明についてはスライドの前の投稿につけてあります。	2023-01-29
	16	[image: 前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信]	前川ゼミ最終まとめ　上田の課題解決と魅力発信	前半のゼミ活動で行った町歩きを通して上田市について魅力と課題の両方を感じることができた。

まず私がゼミ活動やこれまでの日々で感じた上田市の魅力は以下のものがある。
①分野別で名所が多い
例旅行→別所温泉
　歴史→上田城
　ウィンタースポーツ→菅平
②美味しい食
③学生へのサポートが手厚い
　例町キャン
④自然が豊か

一方で感じた課題は以下の通りだ
①別所線の利用者の少なさ
　原因→本数少ない、運賃高い
　私も悪天候、帰省時以外めったに使わない
②情報が伝わりにくい
　店側、イベント主催側からの発信が少ない
③商店街の元気が無い
　例海野町商店街で若者を見ることが少ない

ここで考えた課題の解決策がイベントの活性化である
例えば別所線をつかってスタンプラリーなどのイベントを行うことで利	2023-01-19
	17	[image: 交通機関を使って上田観光を！]	交通機関を使って上田観光を！	上田市での交通手段は主に車、電車やバスなどの交通機関、タクシーなどがあります。その中でも特に、電車やバスといった交通機関は、たくさんの人々が利用し、日常生活に必要不可欠となっています。
上田市の主な電車には、しなの鉄道と上田電鉄別所線があり、上田電鉄別所線は大学前にも通っているため、長野大学の皆さんも普段から利用しているのではないかと思います。上田電鉄別所線は上田駅から別所温泉駅まで続いており、上田市屈指の観光地である別所温泉に気軽に行くことができます。上田電鉄別所線の車両には、1月1日～30日限定の車両「謹賀新年　HM」、「れいんどりーむ号　HM」、「真田傍陽線開業95周年　HM」「真田傍陽線廃止50周年　HM」、「さなだどりーむ号　HM」などのラッピングが施された特殊車両があり、外見でも楽しむ	2023-01-19
	18	[image: プロジェクト研究実践報告(菅平中の総合学習について)]	プロジェクト研究実践報告(菅平中の総合学習について)	　研究テーマ：菅平中の総合学習の支援について
1.その研究テーマを選んだ理由
　私自身人と関わることが好きであり、子ども達と触れ合うことも好きなのでこのテーマが合っていると思っていたため。また今までにやっていない取り組みをしたかったという点も合致しているため。

2.課題提起(そこにある社会の課題)
　学校での授業というと近年では新型コロナウイルスによってオンラインの授業も増えてきたが、まだまだ対面との授業と比べてしまうと満足度に欠ける点が多い。そしてマイサイトを使う点では人に自分の思っていることをしっかり伝えにくい点が挙げられる。

3.実践計画と実施内容
　計画としては菅平まなびあい広場というサイトを使用し、週間報告をまとめてもらうという方向で計画し、実際にその計画通り実施した。また困	2023-01-16
	19	[image: 菅平中の総合学習支援実践報告]	菅平中の総合学習支援実践報告	約半年間にかけて菅平中の総合学習の支援を行いました。初めての試みでサイトの開設を行ったり、学習支援をオンラインで行ったためまだまだ不足の点を多く感じました。今後も継続して行っていく予定です。	2023-01-16
	20	[image: 四阿山]	四阿山	根子岳と同じく菅平高原に位置する山。
根子岳との縦走コースとして楽しまれている。
頂上は少し狭いが周りの自然で癒される。
帰りの道は少し急坂があるので注意が必要ではあるが、日帰りでも十分に堪能できるコースである。
終わったらソフトクリームが待ってるのでよりがんばれる	2022-12-02
	21	[image: 根子岳]	根子岳	上田市の菅平高原に位置する山。
緩やかな登山道が印象的で周りの広々とした景色を楽しみながら登ることができる。
頂上は広々としていて小さい神社がある。	2022-12-02
	22	[image: 菅平中「すずらん祭」2022参観]	菅平中「すずらん祭」2022参観	★菅平中学校第26回「すずらん祭」2022/10/21(金)
「すずらん祭」を参観してきました。何と保護者参加の学校祭です。しかも26回目という歴史を刻んでいます。今回の「すずらん祭」のスローガンは「現状打破」。生徒会のスローガンとのこと。何と頼もしいスローガンでしょう。今年からは小中学生合同の形に進化させたとのこと。中学生たち、やりますね。

授業参観よりもこの形態の方が保護者にとってもお子さんのアクティビティに直に触れてよいのではないでしょうか。小規模校だからできるグッドプラクティスと思います。望ましくは他の学校でもできるモデルとして見ていただければ。コロナ禍のことなどもあり祭の様子はYouTubeでもライブ配信。dxの実践をしていることも頼もしい（ただ配信の質には課題がありました）。

朝8:30から始まり、1	2022-10-21
	23	[image: 菅平高原]	菅平高原	2022/10/01

高校時代の友人が菅平にいるというので会いに来た。
山岳科学センター菅平高原実験所へ。

会うのは1年ぶりだったが、
違和感なく話すことができた。友達は大学院進学のため勉強を頑張っているみたい。
すげー。と完全に他人事。

私は4人兄弟の３番目なのだが
兄２人と比べられたことがない。
そのおかげ（せい？)で他人と自分を比較して嬉しくなったり悲しくなったりする事が少ない、と思う。

実際、この友達にも
「大成の家族はみんな個性的で自信満々だからいいね」
といわれたことがある。

それにしても、菅平は空気が綺麗で非常にいいところ。
道沿いに綺麗なお花もたくさん咲いていてハッピーな気分になった。
菅平で星みたいな。	2022-10-01
	24	[image: 前川ゼミ／菅平小中・峰の原視察2022/05/06]	前川ゼミ／菅平小中・峰の原視察2022/05/06	長野大学前川ゼミはICTによる地域学習支援をミッションの一つとする地域連携活動を進めています。その一つが学校でのICT活用支援、地域学習支援です。

この日はあいにくの雨模様ながら、菅平高原・峰の原高原を訪れました。本来であれば菅平高原の自然環境を満喫したかったところですが、雨も強い上に肌寒く冬のようなあいにくの気象条件。菅平湿原はそこそこの見学にとどめ、最初の目的地である峰の原高原のペンション「スタートライン」さんを訪問。オーナーの古川茂紀さんから菅平の社会環境や地域学習についてヒアリングをしながらフリーな意見交換を行いました。

続いて菅平小中学校を訪問し、小学校・中学校それぞれの総合学習とICT活用の状況をヒアリングしました。今後とも児童生徒の学習支援を継続的に意見交換していくこと	2022-06-06
	25	[image: 菅平高原]	菅平高原	長野県上田市菅平湿原に訪れました！

天候はあいにくの雨。
しかし、水芭蕉の花がきれいに咲いていたことが非常に印象的です。



小学校時代に聞いた「夏の思い出」の歌詞に出てきて以来見てみたかった水芭蕉。

出身地・福岡県は群生地ではないため初めて見ました。


「変わらぬ美しさ」という花言葉通りまっすぐきれいな白いお花。

上田市菅平は自然が豊かで非常に魅力的な場所だと感じました。



別の季節にまた、訪れたいと思います。	2022-05-31
	26	[image: 菅平湿原]	菅平湿原	ちょうど雨が降っていましたが、菅平湿原へ行ってきました。
木がたくさん並んである道をてくてく歩きました。木の道の横には、水芭蕉が綺麗に咲いていました。

水芭蕉の文字にもあるように、水に恵まれた場所であることが分かるように、入り口に大きな水車がありました。

湿原と呼ばれるだけあって、水が豊かなんだと感じました。	2022-05-16
	27	[image: とにかく土地が広い…！]	とにかく土地が広い…！	菅平高原の方へ進んでいく中で、とにかくひとつの建物や農作業場所が広いなあと思いました。

これはいわゆる「田舎ならではの土地活用」ともいえると思いましたが、最近は、太陽光パネルで場所埋めをすることも多くあるため、公的機関が制せず、住民の生活へ直接還元しているのが感じれました。	2022-05-16
	28	[image: 初！菅平！]	初！菅平！	人生で初めて菅平高原へ行ってきました。
とにかくとにかく寒くて…。

行ってみて思ったことは、菅平高原の入り口にも出口にも看板がありました。すなわち、旅行客ないしは県内外の人が訪れている場所として整備がされていると感じました。

すごいなあと思うのと同時に、同じ「長野県の山間地域」でも、頑張っていることや形が全然違うなあと思いました。	2022-05-16
	29	[image: ミズバショウ]	ミズバショウ	菅平高原自然館の周りの湿原より撮影。菅平は標高1200-1500m程度に位置し、ミズバショウのような低温帯でしか見られない貴重な植物が多く存在している。また、菅平は高地、冷涼な気候という特色から多くのスポーツ、学問の施設が立ち並び、早稲田大学や筑波大学などの有名大学が学習やスポーツ練習の拠点として利用している。これらを始めとして、菅平は非常に多くの観光資源を有しているのが特徴である。	2022-05-09
	30	[image: MIZUMATCH―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介①]	MIZUMATCH―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介①	▼発表動画
https://youtu.be/VR3TfoZnqbs?t=180

「ミズとマチ（水と街）をマッチさせよう」をコンセプトに、上田市、千曲川を拠点に活動する団体。最近は菅平高原でのスカイランタンイベントをクラウドファンディングで実行するなど幅広く地域貢献活動に取り組んでいる。

	Twitter：https://twitter.com/mizumatch?s=11
Instagram：https://instagram.com/mizumatch_wkwk?igshid=15je1ichh0kim

	2022-02-04
	31	[image: 菅平高原]	菅平高原	菅平は上田屈指の高原地帯で標高約1200m〜1650mに位置する。菅平はスキー場などがたくさんあることからも分かるように冬季は積雪の多い地域となっている。そのため上田では珍しく降水量が比較的多い地域で、自然環境や生息している野鳥も平野部分とも違ってくる。特に平野部と変わってみられる野鳥は山岳地帯でよく観察できるコガラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、シジュウカラ、ヒガラ、エナガなどのカラ類の他にキクイタダキやアカゲラ、アオゲラなど平野部では簡単に見られない野鳥が観察できた。
また、冬の山だと餌場が限られてくるので出現する場所が限られてくる。とくに野鳥がよく見られる場所は杉や檜などの木の葉、またはペンションなどに設置してあるバードフィーダー周辺だ。

観察できた野鳥
・シジュウカラ
・ゴジュウカラ
・	2022-02-01
	32	[image: 上田市の位置は工業向き]	上田市の位置は工業向き	・日本のほぼ中央に存在するため交通インフラが良い
　鉄道：JR北陸新幹線・しなの鉄道・上田電鉄別所線(上田駅で接続)
　高速道路：上信越自動車道(菅平インターチェンジ)

　東京から約190km(北陸新幹線で最短80分)
　県庁所在地長野市から約40km

[参考資料]
上田ってどんなところ？-上田市ホームページ(https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/uedapr/5606.html)　上田市ホームページ　上田市　上田市長　土屋 陽一　2022/01/19参照	2022-01-25
	33	[image: 冬の菅平]	冬の菅平	厳しい寒さで有名な菅平だが、冬場のアクセスについて考えてみる。
前の記事で書いた通り、冬季は県道34号が通行できなくなる。
そのため、長野市から直通で菅平に行くことができず、須坂のほうまで迂回しなければならない。
また、国道406号は通行止めが無いとは言っても、須坂側は勾配がきつくヘアピンカーブも多いため、お世辞にも走りやすいとは言えない。
対して上田側はきついカーブが少なく、雪量も比較的少ないので、アクセスがしやすい。
雪道において走りやすい、不安要素が少ないことは、明らかな上田側のメリットである。	2022-01-24
	34	[image: 菅平高原]	菅平高原	菅平高原は上信越高原国立公園に属し、冬の寒さが厳しい土地。
数多くのスキー場があり、冬季はウィンタースポーツを楽しめる。
県道34号長野菅平線が冬季通行止めとなり長野市からのアクセスはできないが、国道406号を使い上田市・須坂市からのアクセスが可能となっている。	2022-01-24
	35	[image: 国道406号、上田側]	国道406号、上田側	上田側から国道406号に乗ってすぐ、チェーン脱着ができるようなスペースで撮影。
時刻は11時くらい。
除雪がしっかりされていて、冬用タイヤならば楽々通行ができる。
除雪された雪が端に固まっているので、非降雪時と比べると道幅は狭くなっている。
しかし、もともとの道幅が広いので、対向車とのすれ違いに問題が出ることは無さそうだ。	2022-01-24
	36	[image: 菅平へ]	菅平へ	上田から菅平に行きたいのならば、この交差点を左折して国道406号に乗ることで行くことができる。
この道をずっと行くと、途中で以前紹介した菅平ダムの横を通り過ぎる。
また、右折をすると鳥居峠やなかざわを通る、嬬恋方面の道になっている。	2022-01-24
	37	[image: 標高605m]	標高605m	上田駅発の菅平線バスに乗り、揺られること20数分…
スポットライトに照らされた「幸村の里」の大きな看板を目印に、降車を決意しました。

降りたのは「殿城口」というバス停でした。

この写真は、歩道を歩いていて目に入ってきた看板を撮影したものです。上田市は上り坂も下り坂も多く、山の上にいる事を体感しますが、こうして看板を見ると、より山の上にいることを実感します。	2021-12-15
	38	[image: これはなんでしょう？]	これはなんでしょう？	このつぶつぶは何でしょう。
なにやらとても艶がある...
誰かが麦チョコでも落としたのでしょうか？

正解は鹿さんのうんち。
まーたうんちです。
上田には二ホンジカがたくさん生息しているので、彼らのでしょうか。
自然の多い山道では、しばしばシカを含め野生動物が出没する。
走っていてもお構いなしに道路を横断することも。
暗い時間帯は特に気を付けて、事故の無いように。	2021-12-01
	39	[image: 菅平ダム]	菅平ダム	上田の降水量が少ないために、昭和41年から昭和43年にかけて建設されたダム。
菅平発電所もともに建設された。
あまり水が貯まっているようには見えなかったが、降水量が少ないからなのだろうか。
長野県公式HPによると、5月初旬ごろに満水になり、放流も運用開始から10数回程度しかしていないそう。
全国でもまれな利水ダムということで、発電や灌漑に使われている。	2021-12-01
	40	[image: 菅平高原線]	菅平高原線	鳥居峠を上田側に下りていくと、県道182号線　菅平高原線とぶつかる。
12月1日～3月31日まで通行止めとなる。
菅平に行くのであれば、もう少し下れば国道で楽に行けるので、通行止めになっても不便になることはあんまり無さそうだ。
しかし、地図を見てみると「平塚らいてうの家」が。
気になるので、暖かくなって通れるようになったら行ってみたい。	2021-12-01
	41	[image: 峠のおやき　なかざわ]	峠のおやき　なかざわ	鳥居峠を上田側に下った先、あるいは上田側から上って菅平口の信号を右折してすぐにあるお店。
おやきや団子などが売っている。
かぼちゃのおやきとみそぽーくまんを買って、お団子もいただいてしまった。
おやきを食べることは初めてだったが、手のひらサイズ一つでも満足感がかなりある。
お店の方と少し話したが、なんでも長野大学の近くで作っているらしい。	2021-12-01
	42	[image: 2020信州上田学Aふり返りまとめ]	2020信州上田学Aふり返りまとめ	▼全体まとめと成果	2020信州上田学A講義録（担当教員：前川道博）
	信州上田学A2020⑭オンライン発表会記録 2020/07/29
	>信州上田学2020/学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼上田市行政チャンネル	>長野大学公開講座「信州上田学A」学生と市民の合同発表会 2020/07/29
	>信州上田学2020／学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼学生受講生のマイサイト
ニックネーム、テーマと内容は一致していないケースがあります。	上田の食

	2021-10-06
	43	[image: 人物59　八木与一郎]	人物59　八木与一郎	兼助の子、慶応三年九月十五日江戸麹町六番町の薩邸に生る。（略）
尚最近菅平生物研究所長たり。

『上田市史・下巻(1940)』1090、1091頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2021-07-20
	44	[image: 奥ダボススキー場]	奥ダボススキー場	写真は奥ダボススキー場の駐車場である。標高もあり、パウダースノーを楽しめる。パウダーにより板が止まる心配もあるが、傾斜もあるので止まることはない。むしろ傾斜のある広いコースでパウダースノーを滑ることができ、最高である。また、キッカーといったジャンプ台やレールといったアイテムもあり、十分楽しめた。	2021-05-05
	45	[image: 玄蕃山公園]	玄蕃山公園	玄蕃山公園は上信越道上田菅平インターチェンジのすぐ近くの高台に位置しており、上田市を一望できます。
自然豊かな環境でリフレッシュに最適なのではないでしょうか。
また高台にあるため夜にはきれいな星空が見えます。
リフレッシュしたい時などに訪れてみてはいかかがでしょうか。	2021-05-04
	46	[image: [14/09/11]真田町の真田→横沢を進む]	[14/09/11]真田町の真田→横沢を進む	まさに里山の秋、収穫の秋です。稲が黄金色の実をつけて稲穂の先が垂れ下がってきました。収穫も間近いことでしょう。

真田氏発祥の地とされるのがこの周辺、旧真田町真田です。標高730mですから、上田城よりさらに300mほど高い位置になります。

上田から菅平へと続く国道144号線から一歩集落の中に入ると傾斜地に展開する独特の景観に変わります。何度訪れてもどこがどこなのかがよく記憶できません。道が曲がり、似たような傾斜地の特性を持っていることに一因があります。	2021-05-01
	47	[image: [14/09/11]ようこそ真田の郷へ、途中伊勢山バス停]	[14/09/11]ようこそ真田の郷へ、途中伊勢山バス停	真田氏発祥の地「真田」は上田の市街地からはやや遠く、菅平高原に行く途中にあります。上田市街から行くとずっと登り坂になります。そうした坂の途中に伊勢山バス停があります。

このバス停は映画『サマーウォーズ』で描かれたことから同映画の聖地巡礼の地として知る人ぞ知る隠れスポットとなって久しくなります。

伊勢山バス停を過ぎると「ようこそ真田の郷へ」の看板が見えてきます。ここからがいよいよ「信州真田」です。上田市に真田町が合併する前の町域となります。	2021-05-01
	48	[image: 菅平高原の雪景色]	菅平高原の雪景色	菅平高原にあるスキー場からの景色	2021-04-08
	49	[image: 長大サミット発表団体/登壇者紹介]	長大サミット発表団体/登壇者紹介	
①MIZUMATCH →プレゼン資料
「ミズとマチ（水と街）をマッチさせよう」をコンセプトに、上田市、千曲川を拠点に活動する団体。最近は菅平高原でのスカイランタンイベントをクラウドファンディングで実行するなど幅広く地域貢献活動に取り組んでいる。
	Twitter：https://twitter.com/mizumatch?s=11
Instagram：https://instagram.com/mizumatch_wkwk?igshid=15je1ichh0kim



②NIC →プレゼン資料
長野大学の国際活動を行う団体。外国人を招待してイベントを開催するなど日本と外国のつながりを大切に活動する。
	Instagra	2021-02-21
	50	[image: 菅平高原]	菅平高原	菅平高原のとあるスキー場。11月でまだ雪がないが、冬になれば全面が真っ白になるのだろう。山頂からの景色を見てみたい。	2020-11-19
	51	[image: 見晴らしの丘公園からの上田市の夜景]	見晴らしの丘公園からの上田市の夜景	上田菅平ICのすぐ近くにある見晴らしの丘公園からの景色。高台になっており、上田市街地、真田地区、丸子地区などを一望できる。とても綺麗でずっと景色を見ていることができた。今回は夜だったので今度は昼間に行って上田の街を一望したいと思った。	2020-11-18
	52	[image: レタス鍋]	レタス鍋	片手鍋でも、両手鍋でも、いつもの鍋で気軽に美味しく作れます。
食卓で土鍋で煮れば、ごちそうになります！

レタス鍋 2〜3人前

レタス1〜2個
豚肉スライス 100〜250gぐらい
しょうが 1欠片 すりおろす
水 1〜2カップ
チキンコンソメ 大さじ1強
塩こしょう お好みで
ポン酢など

1.レタス、豚肉は、食べやすい大きさに切る
2.鍋、に水、コンソメ、おろしたしょうがを入れる。お好みで塩こしょうなども。
3.レタスの3分の1ぐらいを鍋に入れ、その上に豚肉を並べる。
4.レタスと豚肉を交互に重ねて入れる。レタスが入りきらないようなら後から足します。
5.蓋をして火にかける。
6.5分ぐらい煮たらようすをみて、肉が煮えていれば食べられます。かなりかさが減るので、ここでレタス足してもいいです。味見して、塩こしょうなどで整えます。

	2020-09-04
	53	[image: ダボスの丘]	ダボスの丘	日本にスキーを伝えたハンネス・シュナイダーが『スイスのダボス」に似ていると言ったことから、日本ダボスと呼ばれる菅平。

ダボスの丘には、シュナイダー来菅30周年を記念して昭和36年に建立されたシュナイダー記念塔や、スイスのダボス町との姉妹都市提携を記念して建てられたダボスの塔があります。
スイスのダボスと菅平は、1㎡ずつ土地を交換していて、ダボスの塔が建つ1㎡は、実は日本ではなくスイスです。
スイスのダボスにある菅平高原（1㎡）を、いつか訪問してみたいものです。

ダボスの丘は、撮影スポットとしても知られています。
たくさんの映画やドラマ、ミュージックビデオ、CMなどの舞台に選ばれています。

冬場はゲレンデになります。

（ダボスの塔の写真を、信州STYJEさんから暫定的にお借りしています。https://sh	2020-09-03
	54	[image: うえだ食彩館ゆとりの里]	うえだ食彩館ゆとりの里	上田菅平ICのすぐ近くにある、JA信州うえだの直売所です。
野菜、くだもの、きのこなど季節の農産物が買えます。


朝の9時オープンですが、オープン前から、お客さんが長蛇の列です。

この夏、初めて、私もレタスなどを販売してみました。	2020-09-03
	55	[image: レタス（畑の様子、出荷の様子）]	レタス（畑の様子、出荷の様子）	レタス成育途中の畑の様子と、出荷の様子です。

段ボール1箱に16個入るサイズが、一番の高値で取引されます。
1日に、100〜400箱ほどを出荷します。
トラクターに積み込んで、出荷場まで運びます。

毎日、レタスがちょうどいいサイズで出荷できるように工夫しながら栽培しています。	2020-09-03
	56	[image: レタス（苗）]	レタス（苗）	最盛期は、3日毎に種まきをします。
3日毎の苗の成長がひと目でわかります。

種まき→育苗までは、ビニールハウスの中で行います。	2020-09-03
	57	[image: レタス（種まき）]	レタス（種まき）	最盛期は、3日毎に種まきをします。

コーティングされた種を使っています。プラスチック容器に5000粒入りです。

ペーパーポットをパレットにセットして土を詰め→　

→土に均等に穴を開け、種を穴に落とす(1マス1粒)

このペーパーポットは、400マス強。

種まき→育苗までは、ビニールハウスの中で行います。	2020-09-03
	58	[image: 砥石城・米山城]	砥石城・米山城	県の史跡に指定されている山城。城跡からは上田市街と真田の町並みが一望できます。
この地方に勢力を張っていた村上義清の重要な拠点であり、武田信玄が2度目の敗北を喫した「砥石崩れ」の舞台です。

2009年のアニメ映画館「サマーウォーズ」の舞台となりました。

三方を崖っぷちで囲まれ、攻めてくる敵を迎え撃つのにもってこいの地形と見晴らしの良さ、理想的な山城に思えます。

軽く登山ですが、よく整備されて、登りやすいです。
朝遅く出て、ゆっくり登っても、午前中に降りて来られます。
小学生の遠足で行くようです。
駐車場あります。無料。

上信越自動車道・上田菅平ICから、車で約5分で着きます。	2020-08-03
	59	[image: 上田産の野菜たち！]	上田産の野菜たち！	先日、上田市の直売所で買い物をしました。

買った物は、高原キャベツ、トマト、キュウリです。

上田産の野菜たちは、直売所だけでなくスーパーでも売ってますから、ぜひ買ってみてくださいね！

なんと、高原キャベツは標高1000Ｍ以上に位置する菅平高原で作られたそうです。

せっかくなので、うちに帰って生で食べました。

うまい！！	2020-07-22
	60	[image: 駅がないのに「駅前」？（駅前食堂）]	駅がないのに「駅前」？（駅前食堂）	壁一面に貼られた、古ぼけた写真。
そして、ところどころ塗装の剥げた大きなライト。

ここは北本原駅があった場所のそばにある、駅前食堂。
とっくの昔に駅がないのに「駅前」という不思議なお店だ。

壁に飾られた写真は真田傍陽線の現役当時のもので、写っていない範囲にもたくさんあった。
また手前にある大きなライトは実際に電車についていたものなのだそうだ。

値段がかなりお手頃価格で、しかもとても美味しい。
菅平高原への道中にふらりと立ち寄ってみるのもよいかもしれない。	2020-07-15
	61	[image: 亀齢で味わう酒]	亀齢で味わう酒	古い建物の前に亀齢と書かれた俵があり、気になって入ってみた。

岡崎酒造の信州亀齢は、上田市で1665年から菅平水系の水で地酒を作り続けられてる。長野県の米が使われていて味は、時代によって変わり続けてるとのこと。
長くこの酒があり続けることの願いがあり、鶴は千年、亀は万年という言葉から亀齢という名前が付けられたそう。

関東信越国税局酒類鑑評会で最優秀賞や全国新酒鑑評会で金賞の受賞歴がある。

全国から人がここの酒を求めに亀齢まで足を運ぶそう。	2020-06-11
	62	[image: 唐沢の滝]	唐沢の滝	

菅平の入口にある滝。
上田から登って行くと右側。
道路の反対側（左側）に駐車場があります。

人気の撮影スポット。
映画やドラマ、ミュージックビデオ、NHK長野の知るしんなどにもたくさん登場します。

国道から、歩いて滝の下まで行けます。
滝に近づくに連れしぶきが飛んできて、夏には気分爽快です。濡れますので、滑りにくい靴が安心です。	2020-06-01
	63	[image: 上田のまちなかにアズーリの旗]	上田のまちなかにアズーリの旗	2018年5月。上田のまちなかにアズーリの旗が立ち並んでいました。

ラグビーのイタリア代表が菅平をキャンプ地に選んでくれました。イタリア代表のチームカラーであるアズーリ色（そら色）が印象的です。日本のハリウッドとも呼ばれるほどに晴天率の高い上田にアズーリはピッタリです。2019年にはラグビーワールドカップが日本で開かれ、その時もイタリア代表は大活躍をしました。	2020-04-22
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